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    休会           例会                     例会                           休会                       ;例会 

本本本日日日のののプププロロログググラララムムム（（（111111 月月月 888 日日日）））   

職場例会 mihara village（川本会員事業所 新店舗） 

次次次回回回のののプププロロログググラララムムム（（（111１１１月月月 111555 日日日）））   

広島県庁 健康福祉局 こども家庭課長 徳永重雄様 

「子供たちを取り巻く諸課題～児童虐待と子供の貧困について」  

第１０９２回 ２０１７年１０月２８日（土）２９日（日）例会記録 

国際ロータリー第２７１０地区大会 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本会議はクラブの柔軟性に話が主で、ＲＩ会長代理 横山氏が『クラブ運営多様化へのプロセス』というテー

マでお話しされました。（一部抜粋） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

記念講演 黒川伊保子氏 「男と女の脳科学～脳が作り出す男女のミゾ、人生の波～」 

人工知能研究者が気が付いた男女の脳の違い 

●女性は、ことの発端からプロセスをなぞるように話す「プロセス指向共感型モデル」 

                 ことの経緯をしゃべると無意識のうちに問題解決が出来る 

■男性は、結論から（目的）から前倒しにする「ゴール指向問題解決型モデル」 

話の途中でも素早く問題点を見つけ出して解決したい 

脳の取扱説明 1 男女のミゾ 

●女性の脳は「怖い」「ひどい」などの感情が強く働き、長く残る。理由は、その前後の記憶を精査して、よ

りよく生きるセンスに変えるため。情動を長く残して、意識をその記憶に集中させている。その余剰な感情

をスイッチオフしたいときには周囲に共感してもらう。 

■男性は問題解決の為に会話をする。いきなり疑問点を差し挟んだり弱点を突いてくる。 

 

●女性脳は、過去のすべてを一瞬で思い出す ★女の機嫌の直し方…「相手の気持ち」に言及してあやまる 

  

●女性脳は、察してなんぼ   ■男性脳は、察しない方が得 

★男性脳への処方箋…察しなかったことを、あやまる。「言ってくれればよかったのに」は、察する事を放棄

した言葉。女性に「大切にされていない」感覚を残すので言ってはいけない。「気が付かなくてごめん」な

らば、「察したい、大切にしたい気持ち」を伝えることになる。愛を伝える言葉になる。 

 

●連携が良い女性脳 臨機応変力 

■奥に深く使う男性脳 

 周囲の変化や自分の体調変化に緩慢。そのおかげで目の前の事に頓着せず、身近な人の思いを察していちい

ち動揺することもなく、普遍の仕事を成し遂げる。 

●女性脳は共感してくれた相手に愛着がわく 

 女性脳は 1日 2万語も脳裏に上がり、6千語出力すると安らかに眠れる（男性の 6倍） 

■男性脳は取り留めのない話に耐性が低い  

●女性脳…二次元面型認識（目の前をなめるように見る） 

■男性脳…三次元点型認識（まばらに空間全体を把握） 

脳の取扱説明 2 人生の波 

一生のうち、最も頭がいいのはいつか…50 代半ば以降 

知の大団円＝連想記憶力がピークを迎える。連想記憶力は、ものごとの本質や、人の資質を見抜く力。 

トラブル対応力、事業戦略力にも寄与する。    

脳は 30 過ぎても進化する 

・人生最初の 28 年、脳波著しい入力装置である…がむしゃらに世の中を知ろうとしている 

・次の 28 年、脳は回路の優先順位をつけていく…失敗に使われた回路には信号が行きにくく、成功に使われ

た回路には信号が行きやすくなり、とっさに正解が出せるようになっていく。 

・次の 28年は、脳は出力性能を最大にする…正解が瞬時にわかる。本質を見抜く《連想記憶力》 

20 代のときは、何百手先も読めた。50 代になるとそんなわけにはいかない。なのに 50 代の方がなぜか強い。 

 脳の特性からいえば地力のピークは、意外に遅くやってくる。人生急ぐことはない。「五十而知天命」孔子 

30 代の脳…混迷のとき。世の中の見る視点が揃うが、優先順位がついていない。沢山の選択肢が浮かび選ぶの

に迷うし、選んだ後もまだ迷う。しかし、様々な事に挑戦し、痛い思いをすることが脳の優先順位を作り「大

事なものしか見えない」脳を作る。すなわち「30代の混迷期の歩き方」が 50 代の連想記憶力の質を決める。 

40 代前後の脳…物忘れが始まる。単純記憶力のために使っていた機能を、連想記憶力にシフトするため、生き

るために必要とみなされないデーターを放出するため、物忘れは老化じゃなく進化。情報が整理され、30

代の混迷が消えていく。「四十而不惑」孔子 

60 代の脳…成熟脳に達する。野に咲く花にも、赤ん坊にも、人生の真髄を教わるような達観の域に入る。人生

は、ますます面白い。「六十而耳順」孔子 


